
６月定例会

議会だより
たまかわ

№152
平成30年
７月26日

主　な　内　容
村民球技大会 ………………………………２
６月定例会のあらまし…………………３
村政ここがききたい ……………………７
委員会活動 …………………………………11
村民の声 ……………………………………12

試合が終わればみんな笑顔
～村民球技大会より～



いきおいよく走り出す吉チームのバッター
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試合に臨む中チーム

村民球
技大会
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繰
越
明
許
と
は

　

年
度
内
に
事
業
が
終
わ

ら
ず
、
予
算
を
次
年
度
に

繰
越
し
て
事
業
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
。

　
議
会
へ
の
報
告
が
必
要
。

　

玉
川
村
議
会
６
月
定
例
会
は
６
月
８
日

か
ら
12
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
繰
越
明
許
費
等
の
報

告
２
件
、
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
10
件
、
請
願
１
件
、
議
員
発
議
２

件
、
選
任
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
４
名
の
議
員
が

登
壇
し
、
村
執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

あらまし
　

平
成
29
年
度
の
事
業
に
お

い
て
、
年
度
内
に
そ
の
事
業

の
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込

み
の
あ
る
も
の
、
一
般
会
計

と
水
道
事
業
会
計
の
２
件
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
は
下
の
表
の
と
お
り
で

す
。

　

森
林
再
生
事
業
は
、
間
伐

作
業
道
の
整
備
に
要
す
る
経

費
。

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
は
、
道
路
改
良
工
事

に
要
す
る
経
費
。

　

現
年
補
助
災
害
復
旧
事
業

は
災
害
復
旧
工
事
に
要
す
る

経
費
。

繰
越
明
許

平成29年度から繰り越した事業（一般会計）

平成29年度から繰り越した事業（上水事業会計）

（単位：千円）

（単位：千円）

事　業　名 繰越額
財　源　内　訳

既収入特定財源 国県支出金 村債 一般財源

森林再生事業 75,409 55,018 20,391

社会資本整備総合交付金事業 11,344 5,192 1,800 4,352

現年補助災害復旧事業 10,991 27 5,528 2,900 2,536

事　業　名 繰越額
財　源　内　訳

説　明国　県
補助金

損益勘定
留保資金

上水道変更認可申請
書作成業務委託 20,520 20,520

石川町の浄水場
建設に伴う変更
認可申請と合わ
せて申請をする
こととなったた
め。

道路改良舗装工事関
連配水管布設替工事 4,914 4,914

道路改良工事の
繰越に伴い工事
を繰越したため。
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森林再生事業により間伐等が行われた千五沢地内の山林



専
決
処
分
と
は

　
議
会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
に

つ
い
て
、
村
長
が
議
会
に
代
わ
っ

て
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
。

　
議
会
の
承
認
が
必
要
。

　

平
成
29
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
ほ
か
３
会
計
の
専
決
処

分
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
国
や
県
か
ら
の
交
付
金

等
の
確
定
に
よ
る
も
の
で
、
議
会
を
招

集
す
る
時
間
が
な
か
っ
た
た
め
、
専
決

処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
は
、
補
助
金
の
確
定
に
伴

う
減
額
。国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

保
険
税
の
収
納
実
績
に
伴
う
補
正
。
介

護
保
険
特
別
会
計
は
、
基
金
積
立
金
等

の
減
額
。
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
、
広
域
連
合
納
付
金
等
を
減
額
す
る

も
の
で
す
。
い
ず
れ
も
起
立
全
員
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
さ
れ
た
額
は
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。

専
決
処
分

項　　目 内　　容 補　正　額 総　　額

一般会計（第８号） 地方交付税等の確定 △3,023万6千円 42億2,278万7千円

国民健康保険特別会計
（第３号） 国庫・県支出金等の確定 3,724万2千円 9億8,090万4千円

介護保険特別会計（第４号） 国庫支出金等の確定 △2,244万6千円 5億6,148万4千円

後期高齢者医療特別会計
（第３号）

保険料の収納実績等の
確定 2万円 5,377万3千円

専決処分した平成29年度補正予算

　６月４日に開催された、平成 30年度福
島県町村議会議長会定期総会において、当
村の須藤利夫議長が、議長在職 10年の特
別功労表彰を受賞しました。
　６月定例会の開会に先立ち、表彰の伝達
が行われ、大和田宏副議長より賞状が手渡
されました。大和田副議長より賞状を受け取る須藤議長（左）
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須藤議長
特別功労表彰受賞



指導員が配置される中学校の部活動
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703万円減額し38億2,896万円に
　
平
成
30
年
度
玉
川
村
一
般

会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
３
万
５
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

38
億
２
８
９
６
万
５
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
補
正
内
容
は
、
日
華

友
好
協
会
訪
問
事
業
委
託

料
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
補
助
金
の
減
額
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
起
立
全
員
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

問　
日
華
友
好
協
会
補
助

金
の
増
額
の
理
由
は
。

答　
日
華
友
好
都
市
締
結

か
ら
今
年
で
30
年
と
い
う
こ

と
で
、
村
の
事
業
と
し
て
実

施
す
べ
く
、
国
際
交
流
協
会

に
助
成
金
の
申
請
を
し
て
い

た
が
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
華

友
好
協
会
の
事
業
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
事
業
費

と
し
て
補
助
金
を
支
出
す
る

も
の
。

問　
日
華
友
好
都
市
を
締

結
し
て
30
年
に
な
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
経
済
的
効
果
な

ど
の
成
果
は
あ
っ
た
の
か
。

答　
青
少
年
の
交
流
等
も

実
施
し
て
お
り
、
国
際
的
感

覚
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
こ

と
で
は
成
果
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
補
助
金
が
減
額
さ
れ
て

い
る
。
当
初
予
算
の
説
明

で
、
３
地
区
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
の
変
更
が
あ

る
の
か
。

答　
当
初
３
地
区
か
ら
エ

ア
コ
ン
、
子
供
み
こ
し
な
ど

の
申
請
が
あ
っ
た
が
、
１
地

一
般
会
計

補
正
予
算

区
の
み
の
採
択
と
な
っ
た
た

め
減
額
す
る
も
の
。

問　
な
ぜ
１
地
区
の
み
と

な
っ
た
の
か
。

答　
採
択
す
る
の
は
県
で

あ
る
が
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置

を
申
請
し
た
地
区
で
は
な

く
、
子
供
み
こ
し
な
ど
を
申

［
質
　
疑
］

一般会計補正予算

請
し
た
地
区
が
認
め
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問　
部
活
動
指
導
員
報
酬

増
額
の
内
容
は
。

答　
教
職
員
の
多
忙
化
解

消
を
目
的
と
し
て
指
導
員
を

配
置
す
る
も
の
。
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玉川村議会 ６月定例会
審議議案一覧　　全会一致で賛成のため個別の賛否は省略しました

議案番号 議　案　名 採
決 内容等

報告第１号 繰越明許費について ─ ３ページに記載

報告第２号 平成 29 年度玉川村上水道事業会計予算繰越計
算書について ─ 　　〃

議案第 34号
専決処分の承認を求めることについて
（平成 29 年度玉川村一般会計補正予算（第８
号）専決第１号）

承認 ４ページに記載

議案第 35号
専決処分の承認を求めることについて
（平成 29 年度玉川村国民健康保険特別会計補
正予算（第３号）専決第２号）

承認 　　〃

議案第 36号
専決処分の承認を求めることについて
（平成 29 年度玉川村介護保険特別会計補正予
算（第４号）専決第３号）

承認 　　〃

議案第 37号
専決処分の承認を求めることについて
（平成 29 年度玉川村後期高齢者医療特別会計
補正予算（第３号）専決第４号）

承認 　　〃

議案第 38号 玉川村税条例の一部改正について 可決 地方税法等の一部改正に伴う改正

議案第 39号 玉川村国民健康保険税条例の一部改正について 可決 30 年度の保険税を課税するための改正

議案第 40号
玉川村放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて

可決 国で定める基準の改正に伴う改正

議案第 41号 平成 30 年度玉川村一般会計補正予算（第１号）
について 可決 ５ページに記載

議案第 42号 平成 30 年度玉川村国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）について 可決 納付金の確定、並びに保険税の算定結果に伴

う補正

議案第 43号 平成 30 年度玉川村介護保険特別会計補正予算
（第１号）について 可決 国庫補助金等の追加決定に伴う補正

発議第２号 玉川村議会広報編集特別委員会の設置について 可決 11 ページに記載

選任第１号 玉川村議会広報編集特別委員会委員の選任に
ついて 選任 　　　〃

請願第１号
「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続
と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める
意見書」の提出を求める請願

採択 東日本大震災による被災児童等に対する支援
事業の継続に関する請願

発議第３号
「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被
災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書
の提出について

可決 国の関係大臣への意見書の提出

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

議会を傍聴しませんか　６月定例会の傍聴人数10人（平成30年累計傍聴人数20人）
次回の定例会９月中旬を予定

９月議会は、29年度の決算について審議されます。
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村政 ここがききたい
村の答え

は？

一
般
質
問

問　
第
５
次
玉
川
村
振
興

計
画
後
期
基
本
計
画
の
中

で
、
定
住
移
住
対
策
の
推
進

を
掲
げ
て
い
る
。
本
施
策
の

一
つ
と
し
て
、
各
地
区
に
組

織
し
た
地
域
活
性
化
定
住
協

議
会
の
総
括
と
、
検
討
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
平
成
22
年
度
よ
り
11

行
政
区
全
て
で
協
議
を
か
さ

ね
、
そ
の
結
果
を
26
年
３
月

に
報
告
い
た
だ
い
た
。

　

そ
れ
ら
を
も
と
に
庁
内
で

も
10
回
の
協
議
会
を
開
催

し
、
各
行
政
区
の
意
見
や
要

望
を
取
り
ま
と
め
た
。
そ
の

後
、
平
成
26
年
に
玉
川
村
地

域
活
性
化
定
住
対
策
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
３
つ
の

提
言
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

一
つ
目
は
、「
定
住
補
助

金
を
活
用
し
、
人
口
増
を
図

る
」
で
、
現
在
ま
で
の
利
用

者
は
、
74
世
帯
、
２
４
３
人

で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、「
住
宅
適
地

情
報
を
台
帳
化
し
、
民
間
業

者
等
の
開
発
者
へ
提
供
し
や

す
い
も
の
と
す
る
」。

　

三
つ
目
は
、「
空
き
家
・

空
き
地
バ
ン
ク
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
へ
掲
載
し
、
有

効
活
用
を
図
る
」で
あ
る
。

Ｑ地域活性化定住協議会の　
総括と検討結果について

Ａ定住補助金として２４３人
に恩恵

車田幹夫 議員

問　
小
高
地
区
活
性
化
定

住
協
議
会
で
定
住
移
住
候
補

地
と
し
て
あ
げ
た
４
カ
所
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な

考
え
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

答　
１
カ
所
目
の「
中
村

前
・
六
斗
蒔
・
稲
荷
畷
地
内
」、

２
カ
所
目
の「
向
久
保
地
内

村
道
小
─
18
号
沿
線
東
側
の

高
台
」、３
カ
所
目
の「
江
平・

蒜
生
字
恵
平
地
内
の
高
台
」。

定住移住候補地としてあげられた大谷地地内の土地

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
大
き

な
団
地
開
発
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　

４
カ
所
目
の「
大
谷
地
地

内
ク
ッ
ク
の
森
東
側
、
村
道

小
１
─
26
号
線
東
側
山
林
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
民
間

業
者
等
で
の
開
発
要
望
が
あ

れ
ば
、
積
極
的
に
情
報
提
供

を
し
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

問　
４
月
24
日
に
加
工
施

設
が
落
成
し
、
施
設
が
開
設

さ
れ
２
ヶ
月
が
経
過
し
た
。

４
月
、５
月
の
利
用
状
況
は
。

答　
計
11
日
間
の
利
用
が

あ
っ
た
。

問　
５
月
の
１
ヶ
月
の
収

支
は
。

答　
収
入
は
、
加
工
室
利

用
料
と
し
て
、
約
２
７
，
０

０
０
円
。

　

支
出
は
主
に
人
件
費
、
光

熱
水
費
、
委
託
料
等
を
合
計

し
て
７
５
０
，
０
０
０
円
。

　

タ
ケ
ノ
コ
の
加
工
は
、
人

気
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

問　
こ
れ
か
ら
の
見
込
み

は
。

答　
果
樹
組
合
、
各
生
産

組
合
、
団
体
等
と
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
、
商
品
開
発
の

提
案
に
よ
り
新
た
な
農
業
収

入
に
な
る
よ
う
に
支
援
を
し

て
い
く
。

　

具
体
的
に
は
ジ
ュ
ー
ス
加

工
と
し
て
、
６
月
か
ら
８
月

は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
９
月
か

ら
11
月
は
サ
ル
ナ
シ
、
11
月

か
ら
12
月
は
り
ん
ご
の
予

定
。
そ
の
他
、
菓
子
製
造
、

総
菜
加
工
を
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
発
信
し
て
い
く
。

問　
施
設
独
自
で
製
品
加

工
を
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

答　
運
営
形
態
は
村
直
営

で
あ
り
、
加
工
施
設
の
利
用

者
が
、
農
産
物
を
加
工
し
て

付
加
価
値
の
あ
る
商
品
を
販

売
し
、
所
得
の
向
上
を
目
指

す
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る

の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
考
え

て
い
な
い
。

問　
豆
腐
、
油
揚
げ
等
、

独
自
の
製
品
を
加
工
販
売
し

て
経
費
に
充
て
な
い
と
、
村

か
ら
の
持
ち
出
し
が
多
く
な

る
と
思
う
が
こ
れ
か
ら
も
考

え
な
い
の
か
。

答　
今
の
と
こ
ろ
は
考
え

な
い
が
、
３
年
後
く
ら
い
に

は
考
え
る
。

問　
玉
川
村
村
民
球
技
大

会
は
、
区
対
抗
戦
の
毎
年
恒

例
の
事
業
で
あ
る
が
、
近
年

で
は
若
い
世
代
の
球
技
離
れ

に
伴
い
、
各
行
政
区
長
の
選

手
確
保
が
大
変
だ
と
聞
く
。

そ
こ
で
大
会
の
継
続
は
。

答　
村
民
相
互
の
親
睦
と

融
和
を
目
的
と
し
て
継
続
す

る
。

問　
種
目
の
検
討
は
。

答　
今
後
、
ど
う
し
て
も

各
種
目
の
参
加
人
数
が
そ
ろ

わ
ず
、
参
加
で
き
る
行
政
区

が
減
少
す
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
別
の
種
目
で
の
開
催
も

検
討
す
る
。

問　
今
回
の
大
会
に
お
い

て
、
大
き
な
け
が
を
し
て
し

ま
っ
た
選
手
が
い
る
が
村
の

対
応
は
。

答　
各
選
手
に
は
行
政
区

に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険

に
加
入
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。

問　
行
政
区
長
の
意
見
を

聞
く
考
え
は
。

答　
区
長
会
な
ど
様
々
な

機
会
を
通
じ
て
、
相
談
が
あ

れ
ば
き
ち
ん
と
話
を
聞
く
。

Ｑ村民球技大会継続は
Ａ継続する

Ｑ農産物加工施設の
運営状況は

Ａ5月16日から利用

小針竹千代 議員

今年開催された村民球技大会

さまざまな機械が整備されている加工施設
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一
般
質
問

小林徳清 議員

問　
竜
崎
原
作
田
１
１
８
号

線
～
前
林
踏
切
に
至
る
村
道

竜
―
18
号
線
沿
い
は
宅
地
開

発
有
望
な
所
で
あ
る
が
、
農

振
農
用
地
内
の
第
Ⅰ
種
農
地

で
開
発
が
難
し
い
地
域
で
あ

る
に
も
関
ら
ず
、
土
地
利
用

構
想
図
の
な
か
で
住
宅
地
と

し
て
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。

拡
幅
整
備
さ
れ
た
道
路
に
は

上
下
水
道
管
が
布
設
さ
れ
て

い
る
が
、
開
発
の
兆
候
が
見

え
て
い
な
い
。
計
画
構
想
を

絵
に
描
い
た
餅
と
せ
ず
、
資

本
投
下
を
有
効
に
利
活
用
す

る
た
め
の
、
計
画
に
沿
っ
た

土
地
利
用
を
ど
の
よ
う
に
推

進
す
る
の
か
。

答　
宅
地
の
37
年
目
標
は
２

３
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
30
年

１
月
１
日
現
在
定
住
促
進
事

業
等
の
成
果
も
あ
り
２
３
３
・

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
上
回
っ
て

い
る
が
、
少
子
化
に
伴
う
人

口
減
少
解
消
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
指
摘
の
地
域
を
含
め

て
村
の
財
政
状
況
や
経
済
情

勢
等
を
総
合
的
に
判
断
し
、

宅
地
と
し
て
誘
導
で
き
る
よ

う
整
備
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
こ
の
計
画
構
想
は
、
海

に
宅
地
を
求
め
、
空
に
絵
を

描
く
ご
と
く
の
も
の
で
は
な

い
か
。

答　
綿
密
に
情
報
を
集
め
て

や
っ
て
い
る
の
で
そ
う
は
思

わ
な
い
。

問　
宅
地
開
発
困
難
地
域
の

計
画
構
想
の
意
図
は
。

答　
地
域
活
性
化
協
議
会

で
、
提
案
の
あ
っ
た
土
地
を

含
め
て
宅
地
誘
導
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
道
路
や
上

下
水
道
を
整
備
し
て
、
よ
り

住
宅
を
誘
導
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

問　
土
地
利
用
計
画
に
沿
っ

た
農
振
見
直
し
は
。

答　
農
振
地
域
整
備
計
画
の

中
で
、
県
と
協
議
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
手
段
で
宅
地
化

で
き
る
か
、
検
討
を
進
め
る
。

問　
第
Ⅰ
種
農
地
の
転
用
許

可
の
見
通
し
は
。

答　
立
地
基
準
で
は
原
則
不

許
可
。
例
外
的
に
農
業
用
施

設
、
農
産
物
加
工
販
売
施
設
、

土
地
収
用
法
の
対
象
と
な
る

施
設
、
甲
種
農
地
・
第
Ⅰ
種

農
地
以
外
に
立
地
困
難
な
集

落
接
続
の
住
宅
等
、
地
域
の

農
業
振
興
に
関
す
る
地
方
公

共
団
体
の
計
画
に
基
づ
く
施

設
は
、
例
外
的
に
許
可
対
象

と
な
る
。
ま
た
、
設
計
図
や

資
金
計
画
等
具
体
的
な
建
築

計
画
あ
れ
ば
、
転
用
許
可
の

可
能
性
は
あ
る
。

問　
宅
地
と
し
て
誘
導
を
図

る
と
は
。

答　
す
で
に
当
地
区
の
道
路

を
整
備
し
、
上
下
水
道
を
一

部
整
備
し
宅
地
へ
の
誘
導
を

図
っ
て
い
る
。

問　
民
間
開
発
業
者
に
よ
る

宅
地
開
発
誘
導
の
検
討
と
、

実
績
は
。

答　
開
発
希
望
業
者
の
相
談

は
あ
っ
た
が
、
農
地
転
用
許

可
、
農
振
見
直
し
が
見
込
ま

れ
る
よ
う
な
具
体
的
な
、
計

画
を
持
っ
た
業
者
の
誘
導
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

問　
給
水
管
布
設
は
何
戸
、

何
世
帯
で
、
給
水
計
画
人
口

の
想
定
は
。

答　
戸
数
や
世
帯
数
を
見
込

ん
で
の
布
設
で
な
く
、
将
来

的
に
消
火
栓
が
必
要
に
な
る

事
を
想
定
し
１
０
０
㎜
管
を

布
設
し
た
。

問　
給
水
管
布
設
は
、
給
水

Ｑ第四次玉川村計画について
Ａ国土利用計画法に基づき、
目標年度を平成37年とし
て策定

計
画
人
口
に
基
づ
い
て
実
施

す
る
も
の
で
、
そ
の
計
画
も

な
し
に
布
設
と
は
あ
ま
り
に

も
無
計
画
で
、
ず
さ
ん
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
消

火
栓
が
必
要
に
な
る
と
は
建

物
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
は
な
い

か
。
先
の
見
え
な
い
過
ぎ
た

先
行
投
資
で
、
税
が
有
効
に

使
わ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
な

い
が
。

答　
将
来
的
に
二
重
投
資
を

避
け
る
た
め
整
備
し
た
。

問　
整
備
に
要
し
た
費
用
は
。

答　
配
水
管
布
設
１
８
０
０

万
円
、
下
水
管
布
設
１
０
０

０
万
円
。

問　
計
画
構
想
実
現
の
見
通

し
は
。

答　
本
計
画
の
宅
地
目
標
は

達
成
。
更
な
る
宅
地
誘
導
に

向
け
調
整
・
検
討
を
行
っ
て

人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
。

問　
計
画
構
想
を
絵
に
描
い

た
餅
と
し
な
い
意
気
込
み
を

伺
う
。

答　
厳
し
い
意
見
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
っ
か
り
取
り
組
む
。
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の
意
見
は
。

答　
村
民
懇
談
会
の
な
か

で
、
地
元
の
皆
様
の
意
見
を

広
く
聞
き
、
今
後
の
事
業
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　
庁
舎
建
設
か
ら
53
年

に
な
り
、
ま
た
中
学
校
が
統

合
に
な
り
今
後
、
中
・
小
学

校
の
校
舎
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
こ
れ
ら
の
建
て

替
え
の
基
本
計
画
策
定
が
あ

る
か
伺
う
。

一
般
質
問

問　
地
方
創
生
交
付
金
の

第
１
回
分
が
交
付
決
定
さ
れ

た
が
、
１
点
目
と
し
て
、
道

の
駅
地
域
資
源
販
売
力
強
化

７
０
２
万
８
千
円
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今

後
の
計
画
を
う
か
が
う
。

答　
３
カ
年
の
事
業
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
、
主
に
道
の

駅
拡
張
整
備
に
係
る
事
業
な

ど
を
実
施
し
て
き
た
。
最
終

年
度
の
今
年
度
は
、「
道
の

駅
販
売
力
強
化
事
業
」「
生

産
・
加
工
団
体
育
成
事
業
」

「
６
次
化
商
品
販
路
開
拓
Ｐ

Ｒ
事
業
」
の
３
つ
の
事
業
が

対
象
と
な
っ
て
い
る
。

問　
２
点
目
と
し
て
、
商

業
・
観
光
賑
わ
い
創
生
２
７

６
３
万
２
千
円
に
つ
い
て

答　
た
ま
か
わ
ビ
ジ
ョ
ン

㈱
を
設
立
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
商
取

引
、
い
わ
ゆ
る
Ｅ
Ｃ（
イ
ー

コ
マ
ー
ス
）市
場
で
の
販
売

な
ど
を
展
開
し
て
い
く
。

問　
５
月
14
日
に
四
辻
新

田
キ
ャ
ン
プ
場
基
本
計
画
策

定
の
入
札
が
行
わ
れ
、
２
９

７
６
万
５
千
円
で
落
札
さ
れ

た
が
、
こ
の
内
容
、
①
分
校

利
活
用
の
検
討
、
②
泊
ま
れ

る
環
境
づ
く
り
に
関
す
る
検

討
、
③
事
業
手
法
等
の
在
り

方
の
検
討
に
つ
い
て
、
住
民

Ｑ今年度の地方創生交付金
の対象事業は

Ａ道の駅販売力強化やＥＣ
市場の活用など

Ｑ村の建物の建て替えに
ついて

Ａ個別施設計画を32年度
末までに策定

石井清勝 議員

答　
平
成
28
年
に
総
合
管

理
計
画
を
策
定
し
、
施
設
の

現
状
や
管
理
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
に
つ
い
て
定
め

た
。
個
別
計
画
は
中
期
財
政

計
画
等
を
策
定
す
る
中
で
順

位
、
財
源
確
保
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

活用が検討されている
旧四辻分校

老朽化が目立つ
西部共同調理場

る
。

　

個
別
施
設
計
画
を
平
成
32

年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
今

後
、
状
態
や
維
持
管
理
、
更

新
等
に
係
る
対
策
の
優
先

順
位
の
検
討
対
策
を
し
て
い

く
。



　

議
会
広
報
編
集
委
員
会
を

特
別
委
員
会
と
し
て
設
置
す

る
議
員
発
議
が
、
６
月
定
例

会
の
最
終
日
に
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

会
の
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
委
員
長　

塩
澤　

重
男

〇
副
委
員
長　

飯
島　

三
郎

　

委　
　

員　

車
田　

幹
夫

　

委　
　

員　

石
井　

清
勝

　

委　
　

員　

小
針
竹
千
代

　

議
会
広
報
編

集
特
別
委
員
会

で
は
、
７
月
９

日
、
10
日
に
先

進
地
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し

た
。

　

研
修
先
は
、

宮
城
県
川
崎
町

と
山
形
県
川
西

町
で
、
ど
ち
ら

も
議
会
広
報
紙

の
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
の

常
連
で
、
特
に

山
形
県
川
西

町
は
、
２
年
連

続
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
す
る
な

ど
、
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収

め
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
、
初
日
に
宮
城
県

川
崎
町
を
訪
問
、
二
日
目
に

山
形
県
川
西
町
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

両
町
と
も
、
議
会
広
報
紙

の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
委

員
で
あ
る
議
員
が
紙
面
構
成

か
ら
原
稿
の
作
成
、
写
真
撮

影
の
ほ
と
ん
ど
を
行
っ
て
お

り
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た

広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
て
い

ま
し
た
。

　

当
村
議
会
と
し
て
も
、
こ

れ
ら
研
修
の
成
果
を
も
と

に
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
も
の

か
ら
順
次
取
り
入
れ
、
よ
り

良
い
議
会
広
報
紙
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
研
修  

７
／
９
～
10

広報編集委員会が
特別委員会に

おわび

委員会
活　動

　議会だより第 151 号の
「村民の声」に登場してい
ただきました須藤知恵子
さん（川辺）の、お名前の
字がまちがっておりまし
た。おわびして訂正いたし
ます。

議
会
広
報
紙

　
先
進
地
を
視
察

川崎町の議場での研修のようす

川西町での研修のようす
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早
苗
の
ほ
ほ
を
な
で
る
緑
の
風

が
、
水
面
を
渡
る
卯
の
花
に
お
う

山
ホ
ト
ト
ギ
ス
。
今
年
の
田
植
え

も
終
わ
っ
た
。
半
世
紀
続
い
た
米

の
減
反
政
策
も
終
わ
っ
た
。
今
年

の
稲
作
は
、
そ
し
て
米
の
価
格
は

ど
う
な
る
の
か
。
桜
花
は
14
年
ぶ

り
に
10
日
も
早
く
咲
き
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
花
も
早
く
咲
い
た
ど
こ
ろ

か
、
心
配
が
あ
り
そ
う
な
今
年
の

天
候
。
年
４
回
発
行
の
議
会
だ
よ

り
の
紙
面
に
村
民
の
関
心
が
得
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
、
我
々
編
集
委

員
は
さ
ら
に
充
実
し
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　議員の先生方は会議に自分の主義・主
張を申し上げることはもちろん第一です
が、常に村民と接触し、ましては各種団
体行事やイベント等に参加し、村民に現
在の村政の報告をしたり、要望等を聞い
たりして、議会で意見し合うこと。そう
することで村民から信頼される議会、又
は議員になると思います。

　一時は玉川村も1万人構想をかかげ
ましたが、大都市以外、全国的に人口
減少でなかなか思うようにいかないよ
うです。しかし、本村の立地条件を見
ますと、須賀川市、郡山市、白河市等
に通勤可能でありますし、川辺地区に
赤坂団地、宮ノ前、竜崎、蒜生等に造
成した住宅団地はすべて完売していま
すので、永住できる宅地を提供するこ
と。そして企業の誘致等ができれば人
口増も可能だと思います。

　議会だよりは毎回拝読しております。
村行政に対し真剣に審議、決議されてお
り頼もしい限りです。が、定例会におい
て質問者がほとんど固定された新人議員
の顔写真が載っております。ベテラン議
員の顔写真が掲載されるよう、今後の奮
起、活躍、期待しております。

　須釜、泉中学校の統合が決まり、子供
達はより多くの友達、仲間ができ良い環
境で友情を育み勉学に勤しむことができ
良い事と思います。統合後の旧校舎利用
を「さるなし」で協力を得られた玉川大
学芸術学部の芝居や動画製作の合宿、「教
員養成の玉川」と言われるよう、教育学
部の合宿、また農学部、工学部の研究室、
実験室等を大学側と提携し、教授、学生
達に旧校舎を利用してもらい、若者達に
活気ある村作りに寄与してもらえるよう
希望します。

議会に対して一言議会に対して一言
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